
1．はじめに

平成19年7月の大学設置基準改正により、現在、各大

学においてFD実施の義務化が求められている（メディ

ア教育開発センター 2008）。その具体的な内容の一つと

して、コンピュータを活用しながら、個々の教員が、教

育・研究指導能力等を向上させたり、学生に対する成績

評価の管理を厳格化したりするような手立てを検討する

ことが挙げられる（メディア教育開発センター 2008）。

そこで、2008年5月30日、2008年度に採用された教員

を対象に、教育指導力を向上させるための一手法、およ

び、学生に対する成績評価の例について、講話を行った。

以下、その内容について報告する。

2．ICTの教育利用

昨今のコンピュータの普及に伴い、教育現場で情報通

信技術（ICT： Information and Communication

Technology）の利用が広まってきた（例えば、中井・

中島 2008）。ICTの具体的な教育活動について言及して

みると、例えば、教員がWebを介して教材を配信する

ことで、学生が好きな時間や場所からそれにアクセスし

て、繰り返し学習を行うことが可能となった。さらに、

教員と学生、または、学生間のコミュニケーションが

Web上で積極的に行わるようになった（メディア教育開

発センター 2004）。このような活動によって、知識の共

有や個人の知識向上が期待されることから、ICTは国内

外の高等教育機関で実践されている。

しかし、ICTの教育的効果を理解していても、実際に

それを活用した授業を行うことに抵抗を抱く教員も少な

くない。そこで、例えば、国立大学の64.9%が「教員全

員を対象としたFD講習会等（ICT活用を含む）の開催」

を行ったり、公立大学の50.0%が「新任教員を対象とし

たFD講習会等（ICT活用を含む）の開催」を行ったり

するなど、FD活動の一つとして、ICT活用による教員

の教育力向上が実施されている（図1）。

3．米国の現状

米国の高等教育におけるオンライン教育の現状とし

て、オンラインによって受講する学生数が年々増加して

いる（表1）。この要因として、オンラインによって、毎

回通学することなく質の高い大学の教育が受講できると

いうことなどが考えられる。

一方、オンライン教育化する大学の戦略的意味として、

学生のアクセス増加の期待だけでなく、1）伝統的分野

以外からの学生誘致、2）継続・専門職教育の増大、3）

大学のブランド価値の上昇、4）教授法改善の促進など

が考えられている（表2）。

35

コンピュータを活用した学習支援
基礎教育センター・准教授

北澤　武

図1 ICT活用による教員の教育力向上のFD取組形態

（左：大学法人別、右：学部別）（メディア教育開

発センター（2008）より引用）

資料出所：Online Nation p.5  http://www.sloan-c.org/publications/survey/pdf/

（メディア教育開発センター（2008）より引用） 
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4．我が国の実践事例

次に、我が国におけるICTの実践について着目すると、

ICTを支援するために、ネットワークラーニングシステ

ムが利用されている。例えば、京都大学大学院・薬学研

究科では、ネットワークラーニングシステムを利用して、

1）講義に関する情報提供、2）講義の音声と資料の閲

覧・ダウンロード、3）課題提出などが行われ、さらに、

TV会議システムによる遠隔講義が実践されている（メ

ディア教育開発センター 2008）。

また、近年、対面授業とネットワークラーニングシス

テムを融合させたブレンディッドラーニングが普及して

いる（Miller et al. 2004）。その実践の一例として、1）

学生がネットワークラーニングシステムを使って課題を

提出し、2）教員が課題の評価をネットワークラーニン

グシステム上で行う方法がある（図2）。これを行うこと

で、学生は自分の課題の採点結果や教師からのコメント

を、逐次、確認することができることから、学生は自分

の成績を常に把握しながら、学習に対するモチベーショ

ンを持続させられることが期待できる。さらに、教員は

各学生の成績をパスワード管理されたシステム上に保存

でき、一元管理することが可能となる。

5．おわりに

以上、コンピュータを活用した学習支援について述べ

てきたが、その環境を構築し、教育を充実させるために

は、全学的なICT環境の支援体制が求められる。また、

ICT教育効果として、学生の学習効果と関連させた研究

が乏しいのが現実である。

今後、本学の学生と教員の教育的な利益に直結する

ICT環境の推進とICTを活用した学習効果の追究を行っ

ていきたい。
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資料出所：Online Nation p.23 （メディア教育開発センター（2008）より引用） 
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図2 ネットワークラーニングシステムを用いた課題の

評価例

表2 大学におけるオンライン教育の戦略的意味

（Online Education is Strategically Important for

my Institution ― Fall 2006)




